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タイトル：研究と実践を結ぶための 3 つの視点 ― ISLA 研究の知見と新しい方向性 ― 

講演者：鈴木 祐一（早稲田大学） 

 

概要 

第二言語習得（SLA）研究の中でも、特に指導が習得に与える影響を探る ISLA（Instructed SLA）研究

は、外国語教育の改善という目標を掲げ、理論と実践の架け橋となることが期待されてきました。しかし、近

年の研究の専門化・細分化は、かえって研究と教育現場の溝を深めているという指摘も少なくありません。 

本講演では、まず鈴木(2024)に基づき、ISLA 研究がこれまで明らかにしてきた、認知・社会・情意面に

関する外国語習得プロセスおよび外国語指導法に関する重要な知見を概観します。その上で、研究と実践の

間に横たわるギャップの構造を歴史的に紐解き、なぜその溝が埋まらないのか、その要因を考察します。最

後に、このギャップを乗り越え、研究知見を日本の英語教育という豊かな文脈の中で活用するための ISLA

研究における新たな取り組みの方向性を示し、会場の皆さまと共に議論を深めたいと思います。 

 

本講演のねらい: 次のような疑問や悩みやお持ちの先生方に 

 

◼ 自分の研究の意義についてふと疑問に思ったことがある方 

◼ 外国語教育研究と実践の関わりについて本気で考えたい方 

◼ 第二言語習得（SLA）などの研究知見を、どう外国語教師に伝えればいいか知りたい方 

◼ 実践に資するような SLA 研究を計画したい方 
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1. 本講演の全体像（Conceptual Map） 

 

2. 本講演の主な主張 (Key Takeaways) 

研究と実践を結ぶために、以下の 3 つの視点を提案しました。 

 

【視点 1】 ISLA 研究の知見の使い方（研究 ＝ 一般性）  

研究知見は、日々の実践の「思い込み・当たり前」を問い直し、新しい考え方に気づいたり、授業改善に活用

できる。 

 

ISLA 知見を使うための指導原則の捉え方 

◼ 学習者の習得プロセスや発達段階の見方を得る 

◼ 指導の優先順位をつける 

◼ 現実的な指導目標を設定する 

◼ 授業設計の指針を与える 
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【視点 2】 研究と実践のギャップの捉え方（実践 ＝ 複雑性・多層性）  

ギャップは単なる問題ではなく、両者の「性質の違い」に起因します。  

 

◼ 研究の性質：変数を統制し、普遍的な真理（一般性）を追求する。  

◼ 実践の性質：教室という多様な要因が絡み合う「複雑系」の中で、文脈依存的（ローカル）な最適解を求

める。  

◼ 歴 史的 背景 ：SLA 研究は 「 社会 的転回 （ Social Turn ） 」 による多様 化と 、「 方法 論的 転回

（Methodological Turn）」による厳密化を経ており、これが現場との距離を生む一因ともなってい

る。 
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【視点 3】 新しい方向性（ローカルな文脈と研究を結ぶ ＝ 双方向性・協働性）  

一方的な「研究→実践」の適用ではなく、双方向のアプローチが必要です。  

 

◼ 実践者研究 (Practitioner Research)：日々の実践の中に問いを見つけ、検証する姿勢を持つこと。  

◼ Researcher-as-Teacher：研究者が自身の教育現場を持つ強み（文脈理解）を活かすこと。 

◼ 協働と一般化：特定の学校での長期的な実践研究（Multi-site study など）を通じて、文脈を保持し

たまま知見の一般化を目指す研究方法 

 

 

 

【まとめ】 研究と実践を結ぶための 3つの視点 
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 The Douglas Fir, G. (2016). A transdisciplinary framework for SLA in a multilingual world. The Modern 

Language Journal, 100(S1), 19-47. https://doi.org/https://doi.org/10.1111/modl.12301  

 

■ スキル習得理論レビュー 

DeKeyser, R. M. (2007). Practice in a second language: Perspectives from applied linguistics and cognitive 

psychology. Cambridge University Press.  

Suzuki, Y., Nakata, T., & DeKeyser, R. M. (2019). Optimizing second language practice in the classroom: 
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 Suzuki, Y. (2022). Automatization and practice. In A. Godfroid & H. Hopp (Eds.), The Routledge Handbook of 

Second Language Acquisition and Psycholinguistics (pp. 308-321). New York: Routledge.  
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